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おわりに

はじめに

満州語の豊富な文献資料の中にあって，一 Nisansamαn i bithe {Ni話an

シャーマンの書〉はいろいろな点、で特異な資料的価値を有していると言

うことができる。一般に満州語の文献は歴史・政治上の記録や文法書・

辞書など実用的な方面のものが多数を占め，文学の領域は翻訳ものを除

けばまれである。その点、で本書は翻訳によらず本来満州語で、書かれた文

学上のージャンルを示す数少ない一例として貴重であるのみならず，

内容的にもシャーマニズムに関する民間伝承物語の記録として，文化人

類学的研究の資料ともなり得るものと思われる。また言語学的見地から

は，満州語文語には通常見られない特異な語形が数多く現われる点で，

一種の口語的資料としての価値をもっ。さらにまた本資料中には詩の形

式をそなえた部分がかなり豊富に存在し，これは他の満州語資料にはま
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れにしか見ることのできないきわめて重要な特色である1)。

Bo.nKOBa2)によれば本資料は三種の手稿本の形で存在、し，現在日HCTH-

TyT HapO.n:OB A31聞に保管されている。これらはいずれも A.B.rpe6eH・

~HKOB が 1908年から 1913年にかけて，それぞれチチハル，アイグン，

ウラジオストグで入手したものである。前ニ者の手稿本は未刊行で，今

日その利用は困難であるが， 1913年ウラジオストクで満州人 Dekden-

ggeによって書かれた手稿本については， BO.nKoIlaの影印を通して知

ることができる。それによると本文は92頁にわたり，一頁あたり 10行

( 1-69頁〉ないし11行 (70-92頁〉の草書体の満州字で書かれてい

る 3)。

その内容は当時の満州族，ソロン族，ダグーノレ族等の聞に口承で伝え

られた物語を記録したものであり，上述の三種の手稿本のうちではウラ

ジオストク本が最も完全に物語の全貌を伝えているとされている。物語

は，満州人の員外 BalduBayanの一人息子 SergudaiFiyanggoが

十五歳で狩に出て急死することに始まり，若い未亡人のシャーマン

Nisanの活躍によって命を取り戻すまでの様子が詩編を交えながら刻

現に叙述されている。

本資料については Bo.nKOBaによる紹介以後，その影印をもとに新た

な転写 (transliteration) ・翻訳・注解の作業が今日までに数種刊行さ

れている 4)。それらにより，物語の内容が明らかにされると共に，特異

な語句等についてもかなりの程度に解明がすすめられ，さらに内容の文

化人類学的解釈の試みもなされてきている。しかしながら本資料の重要

な特色をなす詩については，従来特別の注意が向けられず，その韻律的

分析等の試みはほとんどなされていない。訳注の作業の中でまれに韻律

的問題に触れたものはあるが，それも特に特異語の解釈に際してのきわ

めて断片的な指摘にとどまっているのが実状である。筆者の目にとまっ

た範囲で、は，わずかに Sinor5) が本資料中の詩の存在に注目していく

つかの詩編を引用・紹介しているが，それも具体的な分析は少ないう

え，直接原資料によらずVの転写と解釈によったためと見られる誤りを
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含んでいる。

本稿では，まず原資料から詩の部分をすべて取り出して新たに転写・

翻訳して掲げ，次にその資料に立った上で観察される韻律上および修辞

上の諸問題について分析と考察を試みたO

1.資料

1. 地の文との区別

本資料では，一貫して展開する物語の随所に詩が折込まれているが，

詩の部分と散文の部分(地の文〉とは書写の体裁の上で明瞭『こ区分され

ているわけではなし、。両者を区分する重要な基準は折返し句 (refrain)

の存在である。本稿では事実上，折返し句を伴っている部分を詩とみな

し，それ以外の部分を地の文とみなした。本資料に関する限りこの措置

は大過ないものと思われる。

実際には原資料において詩の開始の部分から改行して書かれている場

合が多いが，全く改行のない場合(以下に示す詩の番号でく1>く2>

く7>く8>)，詩の開始後の最初の折返し句で改行される場合(く4>く13>

く14>)および詩の開始の少し前で改行される場合(く11>)などがあり 6に

必ずしも正確に詩の開始に対応するものではなし、。また改行のある場

合にはその行の頭に，改行のない場合も詩の開始される行の頭に，ム印

が原資料に付されているが，く7>の詩にはなく，く17>には詩の途中に

もある 7)。ただしこれらのム印はすべて，のちの書込みによるものであ

る可能性もある。いずれにせよ改行・ム印とも詩の開始部を大まかに示

してはいるが，詩の終わりを示す書写上の配慮は特にない。

本資料における詩(と本稿で呼んだもの〉は，実際にはすべて物語中

の登場人物(大部分は NisanSaman)による独白・呼びかけ・報告等

の形をとっており，物語の作者による三人称的叙述はすべて地の文でな
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されている。したがって詩を前後の地の文から区分することは文脈上も

比較的容易である。

2. 地の文の韻文的性格

ただし本資料において，地の文にもときおり韻文的性格が観察される

ことは注意すべきである。その顕著な例をく6>の詩の直前，シャーマ

ンが祈りを始めるいでたちを叙した地の文の中に見出すことができる:

uyun cecike yekse be ujude huk話efisunggayan beye sunggelj-

ere fodoho i gese.…… amba jilgan acingiyame. den jilgan 
dekennime. haihungga muda'n hayaljame narhun jilgan nαdame 

(36) <九羽の小鳥の帽子を頭にかぶり，すらりとした身の揺れる柳のように，

・…・大きな声でふるわせ，高い声で高め，柔い調子くねらせ，細い声で請し、〉

ここでは頭韻と，後半の2語+1語からなる平行的な構成が明瞭であ

る 6)。頭韻と平行的構成の顕著な地の文として，他に次のような例があ

る:

oncohon tuheci obinggi tucime. UlnU副lun tuheci silenggi 

eyeme. oforo niyaki be oton de waliyame. yasai muke be yαla 

bira de eyebume (17-18) <(あおむけに倒れれば泡出て， うつむけに倒

れれば陸流れて，鼻汁を盆に棄て，涙をまさに川に流して》

hocohun jilgan hobage be hu1ame den jilgan deyangku be de-

ginjime (27) 

《良い声で hobageを叫び，高い声で deyangkuを〔語義不明)))9)

edun adali efime yabume su adali sujume yabume (66) 

《風のように戯れて行き，旋風のように駆けて行き》

このような例は多いとは言えないが，本書が本来日承で伝えられていた

ものである以上，地の文の中にもかかる韻文的性格が見られるのはむし

ろあり得べきところであると言えよう。いずれにせよさらに検討を要す

る問題であるが，本稿では考察の対象を詩の部分に限り，地の文につい
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ては以上の指摘にとどめる。

3. 詩の原文

以下に本資料における詩の全部を， Mollendorff 式ローマ字転写に

逐語訳を添えて掲げる。行の区分は原資料では，なされていないが，後

述の基準により行分けし，便宜上各行に番号を付す。原資料の句読点

(cik)は.で示す。( )内の数字は原資料の頁数である。

各詩の後には演唱者や場面，詩の形式・内容等について簡単な説明を

加えた。特異な語の解釈等については特にS，Dを参照した点が多い

が，原則としてそれらによらない場合のみ注記するにととやめた。また転

写については特にDに言及したところが多いが，これはDの作業が他よ

りも新しく，また利用されやすいと思われる点を考慮したためである。

訳においては適宜句読点を補ったが，特に句点をうった個所はおおむ

ね節(後述n3参照〉の切れ目に対応してしる。訳では折返し句は省略

した。

く1>(15-16) 

1 ama age ara. 

2 susai sede ara. 

3 ujihe ningge ara. 

4 sergudai fiyanggo ara. 

5 bi simbe sabuhade ara. 

6 ambula urgunjehe ara. 

7 ere utala morin ara. 

8 ihan honin adun ara. 

9 we salire ara. 

10 age ambalingg0 ara. 

11 sure gengglyen ara. 

12 ambula akdahabihe ara. 

13 yalure akta ara. 

14 ya age yalure ara. 

15 aha nehu ara. 

- 67 -
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16 hihe総白ieara. 
17 ya ejin tak霊raraara繍

18 aculan giy毒hunara. 

19 bihe鈴 mear器.

20 ya jui皐lireara. 

21 k盟主 indahunara. 

22 bihe seme ara. 

お yajuse kutulere ara. 

え扶文学部紀要

いまことで

どんな主人がつかわすだろう。

く

いたとて

どんな子が受けるだろう。

斑紋のある犬

いまことて

どんな子供が豪くだろう。

ネ SergudaiFiyanggoの葬儀に際して，父 BalduBayanが渓唱したもの。

特tこ後半15以後の3行ずつからなる45-節の構成の平行後が顕著である O これ

に照らして13・14関にも biheseme ara の 1 行きと補うならば，全体会~3 行

ずつの節からなると主まることができょう。

く2>(1&-17) 
1 eme sure age ara. 

2 eme mini ar晶.

3 enen Juse ara. 

4 jalin sain b告 ar皐・

5 yabume baifi ara. 

6 hutuTI baime ara. 

7 susai sede ara. 

8 banjiha sure ara. 

合 genggiyenage誌ra.

10 gala dacun ara. 

11 gabsihiyan age ara. 

12 giru 皐器ikanara. 

13 gicihiyan age ara. 

14 bithe h祖lara謹T在.

15 ji1gan haihun悲話器 ara.

16 eme sure age ara. 

17 t告 yajui de ara. 

18 nikeme banjimbi ar語.

19 邑haside gosingga ara. 

20 ambulingga昌g告 ara.

21 giru mur程 ara.

22 hocohun age ara. 

23 fiy語nbanin ara. 
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24 pan an gese ara. 渚安のように

25 saikan age ara. 美しい皇子。

26 eme giya de ara. 母街に

27 きodomeyabuci ara. 歩き回りに行けば

28 giyah百nadali ara. 鷹のように

29 eme jilgan be ara. 母戸を

30 donjime baire ara. 聞き求めるだろう。

31 holo de yabuci ara. 山谷に行けば

32 honggo ji1gan ara. 神鈴の音。

33 eniye hocohun age ara. 母のすぐれた皇子

34 eniye bi te ara. 母の私は今

35 ya emu age be ara. どんな皇子を

36 tuwame bimbi ara. 見ているか

37 gosime tembi ara. 愛して住むか。

水くI>に続けて Sergudaiの母が演唱したもの。

12. D: saidanは誤植。

24. pan anは美貌で知られた普の人替安仁 (D47の注参照〉。

く3>(18) 
1 deyangku deyangku 

2 duka tuwakiyara deyangku deyangku門を見張る

3 aguta sa donji deyangku deyangku 兄長達聞け。

4 sini ejin de deyangku deyangku おまえの主人に

5 genefi alanareo deyangku deyangku 行って告げに行ってくれ。

6 duka tulergide deyangku deyangku 門の外に

7 bucere sakda deyangku deyangku 死にそうな老人

8 jihebi sereo deyangku deyangku 来ていると言ってくれ。

9 majige acaki sereo deyangku deyangku ちょっと会いたいと言ってくれ

10 seme jihese deyangku deyangku と言って来たと言え。

11 majige gunin deyangku deyangku ほんの志に

12 hoosan deijimbi deyangku deyangku紙を焼く。

*葬儀中の BalduBayan宅の門を不意に訪れた老人の演唱。

5. D: alarareoは誤植。

12.葬儀の時に紙銭 (hoosanjiha)を焼く風習を言ったもの。 D48の注参照。

< 4 > (19-20) 
1 age haji. ara koro. 皇子の親密な
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2 量もsiutu ara koro. 

3 jalgan foholon ara koro. 

4 sure banjih謹 arakoro. 

5 seme donjihaara .koro 

6 sungken aha bi ara koro 

7 urgunjehe bihe ara koro 

8 mergen age be ara koro. 

宮 ujihe se総合 ara註oro.

10 algin donjifi ar証 koro

11 ment芭hun昌habi ara koro 

12 erehe bihe ara koro 

13 erdemu bisir邑 ar器 koro

14 age be banjiha ara koro 

15 seme donjifi ara koro 

16 ehe1in喜goaha bi ara孟oro

17 akdaha bihe ara koro 

18 fengsen bisire ar器 koro

19 ag思 bedonjifi ara koro 

20 ferguwehe bihe且rakoro 

21 age absi buceheni ara koro 

何とこんなfこ

ぎ量緩い。

賢く生まれた

と聞いた

やせ弱った奴5殺の私t士

事喜んでも、た。

緊い良子を

き護っすこと

評判開いて

)¥!lI.かな奴撲の私は

希望していた。

才ある

象予言と生んだ

と開いて

庸感慨穏な奴畿の私は

{言じていた。

芸評福ある

主義予を聞いて

総理議していた。

E皇子どうして死んだか。

* く3>と問機， 通告人の渓鳴したもの。 以下の章受主主ではこの老人は Bal品設
Bayanにシヤ戸マソによる議事集会示唆し Ni義謀説 Samanの存主記念総ら

せた後， r主主役‘の議J1乞乗って飛び当たるところから，神の使いのような縁者症
であることがわかる。詩としては4-7，8:"""12， 13-17， 18-20の各節

がいすzれも類以議汲の反省さであることが注怒される。

2. V， S， C， Dすべて uduと読んでいるが燦文は務らかに utu であち，

文言語批判にあたるとJ!tょガが解釈上も棄毒液がない。文語 uttuI江主すして

utuが現われる他の僚は原資料 (12)にも交える。

6. sungk号nの護審議議は不明であるが， sunggembi <総攻覚えずして顔色彩く

やせ弱る》と潟官撃があると見ておく o cf. S 46， D 128-1290 

< 5 > (27-30) 
1 eikule y日kule

2 ere ba!du halai ei註uleyekule 

3 muduri aniyangga eikule yekule 

4 h昌hasi donji eikule yekulε 

5 h阜nbe tuwabume eikul号 Y君主治le

6 jih悲 a話e邑ikuley母k説le

】 70 -
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7 getuken donji eikul号 Y告k証l母

8 waka seci eikul号 Y記kule

9 waka sebai eikul母 y母kule

10 holo seci eikule yekule 

11 holo器ebaieikule yekule 

12 holo制 manholtombi eikule yekule 

13 s証明rendealarao eikule yekule 

14 orin sunj乱 sed合 eikul号 yekule

15 emu haha jui eikule yekule 

16 uiihe bihe eikule yekul号

17 tofohon se ofi eikule y母kule

18 h毛主19lang話aneikule y晋k現le

19 alin de eikul告 yekule

20 abalame genefi eikule yekule 

21 tere ali怠昌吉 eikuleyekule 

22 kumuru hutu eikule yぬ程U

23 sini jui i eikule yekule 

24 fainggo be告ikuley君kul日

25 jafame eik坦leyekule 

26 ini bey告 eikuleyekule 

27 ni波lekubahafi eikule yekule 

28 buむehebi eikule yeku!号

29 tereci juse eikule yekule 

30 ujihe証k程bieikule yekul昨

31 susai s号deeikule yekule 

よく潟け。

葬を言えば

雪下と言うのだ。

腕を震えば

機と苦言うのすご。

にぜのジャーマンは嘘~っく

おまえ遂に俊げてもらえまいか。

二十五歳マ

一人の男のそ子

って

治時 Langsan 

iln~こ

狩に行って，

その山で

Kumuru j色

おまえの息子の

さ惑をど

取って食ゅて，

彼の体

病気になって

死んだのだ。

ぞれから子供

幾わなかった。

32 emu haha jui eikule yekule 一人の努の子

33 sabufi ujihebi eikule yekule 見て養った。

34 susai sede eik百leyekule 五十歳で

35 banjiha ofi eikule yekule ゑ玄れたので

36 gebube ser喜程おieikule yekul告 名君t:'Sergudai 

37 fiyanggo sembi eikule yekule Fiyang伊と言う

38 ser怒号 gebulehebiei主uleyekule と名づけたのだ0

3金 mergen gebu mukdehebi eikule拘 kule 賢い名興った

40 amba geb珪 tucikebieikule yekule 偉大な名出た。

41 tofohon se ofi eikule yek1l1e 十主主歳になって

42 iulergi alin de eikule yekule 閣の山で

43 g立rgube ambula eikule yekule 殺をたくさん

''吻η'a 
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44 waha turgunde eiku¥e yeku¥e 殺したので，

45 i1mun han donjifi eiku¥e yeku¥e 関魔王開いて

46 hutu be takurafi eiku¥e yeku¥e 鬼をつかわして

47 fainggo be jafafi eiku¥e yeku¥e 魂をとらえて

48 gamaha bi kai eiku¥e yeku¥e 取ったのだ。

49 weijubure de mangga eiku¥e yeku¥e よみがえらすのにむずかしい

50 aitubure de jobombi eiku¥e yeku¥e 助けるのに難儀する。

51 inu seci inu se eiku¥e yeku¥e 然りならば然りと言え

52 waka seci waka se eiku¥e yeku¥e 非を言えば非と言え。

ネ Ba¥duBayanの訪問を受けた NisanSamanが，求めに応じて Sergudai

Fiyanggoの死の状況を占ったもの。シャーマンは依頼者をめぐる状況をあ

らかじめ正しく言いあてることにより自分の能力を示す必要があるとされて

いた。 D50の注参照。

5.この場合の hanについてはD131の注参照。

20・21.Dの転写ではこの 2行が脱漏している。
39. D: mukdeheciは誤植。

く6>(36) 

1 hoge yage 

2 wehei ukdun hoge yage 石の洞屈

3 ukcame jidereo hoge yage のがれて来てくれ，

4 hahi1ame ebunjireo hoge yage 急l~ 、で、おりて来てくれ。

* NiきanSamanが神 (weceku)に対して， 自分にのり移りにやってくるよ
う求めている。全詩中で最も短い。 Sinor(p. 113) はこの詩と次のく7)

の詩とを連続したー篇と見なしているようであるが，明らかな地の文が介在

し，また両詩の内容・形式の点からも独立の二篤の詩と見るべきである。

く7)(3←38) 
1 hoge yage 

2 da¥bade i1iha hoge yage 

3 da¥aha jari hoge yage 

4 adame i1iha hoge yage 

5 amba jari hoge yage 

6 hanci i¥iha hoge yage 

7 haihungga jari hoge yage 

8 surdeme i1iha hoge yage 

9 sure jari hoge yage 

10 neke¥iyen量anbe hoge yage 
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11 neifi donji ho話eyage 開いて隠け。

12 giramin話anbe hoge ya蔀e 浮い王手を

13 gidafi donji hoge yage 押しつけて開け。

14 詮mila∞kobe hoge y昌ge 雄鶏きと

15 uju bade hoge yage 議の所に

16 huwaitafi belh邑 hogeyage しぼって鍛えよ。

17 k百riindahun be hoge y註ge 重複紋のある犬を

18 bethe jakad邑 hogeyage よ差点うるので

19 siderefi belhe hoge yag程 つないで、鍛えよ。

20 t註nggudalhan hoge yage 吉塊の

21 fe misun b母及。g号 yage ぢい旅H銭安

22 dalb量desinda hoge yag告 傍に皇室け。

23 tanggu sefere hoge yage 13勺の

24 suseri h∞きanbe hoge y証炉 籾紙を

25 hosifi belhe hoge yag告 巻いて鋳えよ。

26 farhun bade hoge y在ge 結幾の地に

'z7 fainggo be farganambi hog母yage 魂を返って行く。

28 bucehe gurun de hoge yage 死んだ関に

29 buhime ge毘告mbihog日 yage 凝って行く。

30 号h告 b謹dehoge yage 態い所に

31 君主幹nbe ganambihoge yage ぜ社役取ちに行く。

32 tuheke fainggo be hoge yage 落ちた魂を

33 tungiy己目1世 yombihoge yag悲 拾いに行く。

34 担kdahajari hoge y語ge イ信じた助手

35 yarum号 gamareohog告 yage 毒事いて連れて行ってくれ，

36 yar宮iyanfede. hoge ya悲e 本当にがんばれ。

37 aitubum君主der日 dehoge yage 妨げに来るときに

38 oforo surdeme hoge yage 鼻のi:わちに

39 orin damjin hogぢ yag告 二十秤

40 muke m喜kt議 hogeyage 水放で。

41 . dere義urdemehoge y証ge 綴のまわちに

42 dehi hunio ho若君 yage 間十橘

持政lUkehungkure hoge ya群 水女怒らぜ。

ホ NisanSaman が鈴号主に対して神毒撃の警護綴号事者d費支示している。 絡に2行か

らなる節の綴績が襲真喜子である。なお Sinor(p.114)の苦IJflでは10・11関お
よび12 ・ 13関の折返し句会1ぬかぢれ，各 2行が 1 行として言a~きれている。こ

れはVの車芸家の事実争をどE奇襲襲じたものである令
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10・12.Dの絞家ではいずれの行ももeが脱漏している。

33. D: tun悲giy号me の転移は証書室でない。家賃料では文芸善のつづち -ngg-

が i，e(/)紛で・ -n喜一と繋かれる例がf也にもJll，られる。 S17参照。

く8>(39) 

1 cingelji ing企lji

2 dengjan ay畠nbecingelji 

3 farhun obufi cingelji ing日lji

4 in記長uyamji d邑 cingelji ingelji 

5 bay詮r設 halaicingelji inge1ii 
6 serg立母昌 fiyanggocingelji ingelji 

7 fainggo jalin cingeljiingelji 

8 hungken de hなjuficingelji ingelii 

9 farhun bade cingをljiingelji 

10 fainggo be fargarnbicingelji ingelji 

11 ehe bade cingelji in富elji

12 ergen be ganam bi cingeIji ingelji 

13 tuheke fainggo b器 cingeljiingelji 

14 tunkiyeme ga伝説lbicingelji ingelji 

15 hutu de hosungge cingelji ing日lji

16 ibag昌nde icingga ci註喜志ljiin菩elji

17 abkai fejergide cingelji Ingelji 

18 algin bihe cingelji. i羽

1き geren gurunde cir主宰eljiir沼elji

20 gebu bihecingelji ingelji 

燈轍宅k

~般にして，

今殺に

1ヨ語yar墨絵の

Sergud呈iFiy阜、捻蕗認。

魂のために

時頚に予伏して，

総長奈の矢島に

言患をど透う。

怒い所に

lfp-~取りに行く G

務ちた魂を

捻って取って来る。

鬼にカのある

妖怪tこえdかいのつく。

天の下に

芸事判あった。

多くの国に

名あった。

* NiきanSam控除の助手 NariFiy語nggoの演唱。 DI主新返し匂を cinggdji
Inggeljiと絃写しているがま後でない(本稿 (7)誌の注参照〉。

く9)(40-42) 

1 hobag号 yebage

2 dogun dobure hobage yebage 

3 doholo ag母 hobageyebage 

4 donjime gai宰uhobage Yebage 

5 nekeliy日話器量捻るehobage y日ba宮e

6 neifi .donji hob昌g号 yeb説草e

7 話ir，amin.san be hobage yebage 

8 gidafi donjir君。 hobageyebage 
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事 arsunlaihi hob宮g号 yeb草ge

10ξjeme donjireo hobag君 yebage 覚えて総いてくれ。

11 wecen sai註d邑 hobage y告も註ge 供物~いので、

12. wesihun oho hobage yebage 重量かった。

13 jukten sain de hobag号 yebag邑 供物良いので

14 ju!esi oho hob語g告Y号b邑g日 誌になった。

15 ejin ilifi hobage yebage 主人立って

16 erdemungg告ohohobage yeb註ge 有徳、になった。

17 amai dacin de hobage yeb草ge 父の言集の淡擦に

18 acam暗苦enembihobage yebage 会いに行く ο

19 eniyei dancin de hobage yebage 殺の実家に

20 er伊良emeyumbi hob呈geyεbage 体怠しに行く。

21 goro mafa boode hobage y品開畦 母の父の家に

22 goiram母伊百台mbihoba酔 Y母b語ge 遅れて行く。

23 goro mam設 badehobage yebage fまの長まの所に

24 maksime yumbi hobag日 yebage 務いに行く。

25 deheme boodehobage y号bage 滋の妹の家に

26 dekdeseme genembi h6bagξyebage 妓心を怒 く。

27 ecike i boode hobage yeba富e 父の弟の護まに

28 ergen be嘉設n車工nbihobage 命を取りに行く。

29 mimbe doobuci hobage yebage 私さと淡らせれば

30 misun bumbi hoba喜eyeb品ge 事長建建設やる。

31 h設d珪ndoobuci hob語草eyebage すぐに渡らせれば

32 hooきanb立mbihobageyebage 紙をやる。

33 bai doobur註kuhobageyebag企 むだに渡

34 basan b工1mbihobage yebage 手間賃をやる。

35 uneng宮idoobuむ hobagey母bage 議支に波らぜるなら

36 ulin bu泊J.bihobag告Y告ら註ge 資総会やる。

37 hahila泌号 doobucihob誼gey号bage ゑいで渡らせるなら

38 hatan arki hobag日 yebage 主幹い焼酎

39 alibume bumbi hobage yebag官 授けてやる。

40 ehe bade hob説geyebage 惑い所に

41 erg号nbe jolinambi hoba富合 yebage 命きど笈受けに行く。

42 farhun b乱dehobage y告b詰ge 総蒸のま遂に

43 fainggo be farganambi hobagξyebage ~砲を追って行く。

ネ SergudaiFiy註nggoの雪量を探して死の関 (bucehe 喜怒開設〉 へ旅立った

Ni通anSaman会主j誌にさしかかった燦，主主し場の努に序びかけたもの。文意、
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計四n の原資料

が必}す鳴しも明綬でない点、がある。 2行〈または3行〉を単伎とする草案緩が顕

著であるo

6. D: dongi iま淡滋。

9. arsunをまS6容の指摘にあるように言語豪語‘頭韻から考えて

線記であろう。

17.。は dancinとするが身原資料では dacinと議長うる。

天をまわる

大わし。

海をまわる

綴せきれい。

JII辺なまわる

機嫌の惑い蛇。

Ja話 JIIなまわる

人尋のうわばみ。

小立三私自身

とこの川を

渡ると?ぎう。

多くの卒事々

草さげて波らせてくれ。

大念、ぎマ

徳を現わしてくれ。

く10>(44-45) 

eiku¥i yekuli 

abka be 義urdereeikuli yel王立li

amba daimin eiku¥i y色kuli

mederi be surdere eikロliyekuli 

menggun inggalii eikuli yekuli 

bira cikin he善urdereeikuli yekuli 

cecereku meihe eikuli. yeku¥i 

janもirabe話urdereeikuli yekuli 

jak註nda jabjan eikuli yekuli 

ajige ejin mini beye eikuli yekuli 

ere bira be eikuli yekuli 

doombi sembi eiku日yekuli

Z号主君捻 wecenseeikuli yekuli 

wehiyeme dooburo ei註uliyekuli 

hudun has現阜ikな1iyekuli 

erdemu be tucibur君。 eikuliyekuli 

ぜ

L

O

G

Q

J

w

d
今

m
己

£

り

仰

4

8

S

山

山

口

ロ

臼

M
H

お

お

*ふたたび郊にさしかかった NiきanSamanが神々 に草さげを設とめ?こもの。

Monggoldai Nakcu 

大急ぎT

出て来てくれ。

何のために

よく主主ぎる，

~もの

捕えて溺れて行ったか。

時の来ないうちに

強いて逮れて行ったか。

後でくれれば

<11> (47-48) 

1 monggoldai nakc程 hogeyage 

2 hudun hahi ho富告 yag巴

3 tucime jidereo hoge yage 

4 ai j謹linde hoge yage 

sain baniire hoge y証ge

ialgan ak設nggehoge yage 

jafafi gajih謹 ho喜eyage 

erin und号 hog母 yage

ergeleme gajiha hoge yage 

amasi b祖cihoge yag号
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11 ambula baniha hoge yage おおいに感謝。

12 bai buci hoge yage ただで、くれれば

13 baniha bumbi hoge yage 感謝する。

14 banjirealdasi hoge yage 生きる途中で

15 balai gajiha hoge yage みだりに連れて行った。

16 eitereme gajiha hoge yage 欺いて連れて行った，

17 aiseme jabumbio hoge yage 何と答えるか。

18 bai gamaraku hoge yage ただでは連れて行かずに

19 basan bumbi hoge yage 手間賃やる。

20 ho¥tome gamaraku hoge yage 偽って連れて行かずに

21 huda werimbi hoge yage 代価置いて行く。

22 minde buci hoge yage 私にくれれば

23 misun bumbi hoge yage 味噌やる。

24 tucibufi buci hoge yage 出してくれれば

25 turgin bumbi hoge yage 代金やる。

26 doigonde buci hoge yage 前もってくれれば

27 dorolombi hoge yage 礼を行なう。

29 geli burakuci hoge yage 叉くれないなら

29 sain ba aku hoge yage 良い所ない。

30 weceku husunde hoge yag巴 神のカで

31 deyeme genembi hoge yage 飛んで行く。

32 boo de dosime hoge yage 家に入って

33 ganame genembi hog巴 yage 連れに行く。

本閣魔王(IlmunHan)の命を受けて Sergudaiを連れ去った Monggoldai

Nakcuの門前まで、やって来た Ni吾anSamanの演唱。

17.疑問詞のある疑問文は疑問語尾一oを伴わないのが普通。

<12> (51-52) 

1 kerani kerani 

2 dergi a¥in de kerani k巴rani 東の山に

3 tomoho kerani kerani 棲息した

4 dekdere gasha kerani kerani 飛び立つ鳥。

5 cang¥ing alin de kerani kerani Cang¥ing山に

6 cakura moo canggisa kerani kerani 檀木しぎ。

7 mangkan alin de kerani kerani Mangkan山に

8 tomoho kerani kerani 棲息した

9 mangmoo manggisa kerani kerani 橡あなぐま

10 uyun da nieihe kerani kerani 九尋の蛇
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11 jakun da jabjan kerani kerani 八尋のうわばみ。

12 wehe ukdun kerani kerani 石の洞屈

13 sele guwan de kerani kerani 鉄の館に

14 tomoho kerani kerani 棲息した

15 taran tasha kerani kerani 虎(に似た獣〉

16 onioko lefu kerani kerani 熊(に似た獣〉。

17 alin be吾urderekerani kerani 山をまわる

18 aisin inggali kerani kerani 金せきれし、。

19 mukden be surdere kerani kerani 溶陽をまわる

20 menggun inggali kerani kerani 銀せきれし、。

21 deyere giyahun kerani kerani 飛ぶ鷹

22 dalaha daimin kerani kerani かしらとなった鷲

23 alaha daimin kerani kerani 花紋の鷲。

24 nai jule se kerani kerani 地の牝鹿達

25 uyun uri kerani kerani 九〔語義不明〕

26 juwan juwe faidan kerani kerani 十二列の

27 geren julese kerani kerani 多くの牝鹿達。

28 hudun hahi kerani kerani 急いで

29 deyeme hoton de kerani kerani 飛んで城に

30 dosifi gajireo kerani kerani 入って連れて来てくれ。

31 wasiha ci kerani kerani 爪から

32 wasihalame gajireo kerani kerani 引掛けて連れて来てくれ。

33 soforo ci kerani kerani 一つまみから

34 soforome gajireo kerani kerani つかんで・連れて来てくれ。

35 aisin hiyanglu de kerani kerani 金の香炉に

36 alamime tebufi gaju kerani kerani 背負って座らせて連れて来い。

37 menggun hiyanglu de kerani kerani 銀の香炉に

38 ungkufi gaju kerani kerani 伏せて連れて来い。

39 meiren h百sunde ke.rani kerani 肩の力で

40 meihereme gajireo kerani kerani かついで、連れて来てくれ。

* NiきanSamanはついに閣魔王の城まで‘やって来たが，門が聞くとざされ入
ることができないのを知って怒り，鳥や獣の神々に助けを求める。結局この

直後に大きな鳥が飛んで来て城中から Sergudai を爪でっかんで連れもど

すことになる。

5・6.前後の表現の平行性に照らせば，この 2行聞にも tomohoが本来あっ

たかもしれない。

13. guwanについて筆者は以前に guwangse((木柵》の語末省略形とみたが，
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シナ語「館」の借用語とみた方が無理がないかもしれない。 cf.Tsumagari， 

T.，“Interpretation of some words in N必anSaman i Bithe" ，1 Manchu 

Studies Neωsletter， Issue 3， Bloomington， (forthcoming)。

24. juleの語義についてSは《醜鬼>>(文語 jolo)，Dは《はげたか)) (文語

yolo)とするが，ここでは《牝鹿>)(文語 jolo)と見ておく。

く13)(61-63) 

1 eigen haji. hailambi通ulembi 夫親愛な

2 ekseme donji hailambiきulembi 急いで聞け。

3 haha haji hailambi sulembi 男親愛な

4 hahilame donji hailambi量ulembi 急いで聞け。

5 nekeliyen san be hailambi sulembi 薄い耳を

6 neifi donji hailambiきulembi 開いて聞け。

7 giramin san be hailambiふllembi 厚い耳を

8 gidafi donjireo hailambi sulembi 押しつけて聞いてくれ。

9 sini beye hailambi sulembi おまえの体

10 siren sube lakcaha hailambi量ulembi腹筋切れた。

11 aifini bucefi hailambi善ulembi すでに死んで

12 aikime niyaha hailambi長ulembi 乾いて朽ちた。

13 giranggi ya1i hailambi sulembi 骨肉

14 gemu hungkenehe hailambi基ulembi 皆柔かくなった。

15 absi weijubumbi hailambi品ulembi どうしてよみがえらせるか。

16 haji eihen hailambiきulembi 親愛な夫

17 gusime gunici hailambi語ulembi いとしく思うなら

18 dulembume unggireo hailambi善ulembi 見のがして行かせてくれ。

19 sini eifu de hailambi sulembi おまえの墓に

20 hoosan jiha be hailambiきulembi 紙銭を

21 labdu deijire hailambi語ulembi

22 buda sogi be hailambi sulembi 

たくさん焼こう。

飯菜を

23 labdu doboro hailambi基ulembi たくさん供えよう。

24 sini eniye hailambi sulembi おまえの母

25 町長emekundulembi hailambi sulembi 面倒見て恭しくしよう。

26 erebe gunici hailambi sulembi これを思うなら

27 ergen be guwebureo hailambi sulembi 命を免じてくれ。

28 sakda eme be hailambi sulembi 老母を

29 sar seme gunifi hailambi通ulembi あわれみ思って

30 hor seme dulembureo hailambi sulembi さっと通らせてくれ。
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*首尾よく Sergudaiを取り戻して帰り道を急ぐ NiきanSamanの前に，彼

女の亡夫が現われ現世によみがえらせるように求めるが，夫をこころよく思

わない彼女はこの申し出をことわる。

25. V， S， C， Dすべて kutulembiと転写するが明らかに kundulembi と

読める。

<14> (64-65) 

1 haji eigen si donji. denikun denikun親愛な夫，おまえ聞け

2 si bucerede denikun denikun おまえが死ぬときに

3 aibe werihe denikun denikun 何を残したか。

4 yadara boigon de denikundenikun 貧窮する一家に

5 sini sakda eniye be denikun denikunおまえの老母を

6 minde werihe denikun denikun 私に残した。

7 bi kunduleme ujimbi denikun denikun 私は恭しく養う

8 fa総ame'hiyoosulambi denikun denikun骨を折って孝行する。

9 eihen beye denikun denikun 夫自分で

10 gunime tuwa denikun denikun 考えてみよ。

11 uthai balingga denikun denikun すなわち恩ある

12 niyalma inu kai denikun denikun 人なのだ。

13 mangga mujin be denikun denikun 強い志を

14 bi tucibufi denikun denikun 私は現して

15 simbe majige denikun denikun おまえを少々

16 amtalambume tuwaki denikun denikun 試してみたい。

17 sini kira mangga be denikun denikun おまえの顔むずかしいのを

18 eberebume tuwaki denikun denikun 減じてみよう。

19 umesi bade denikun denikun 

20 unggimbi kai denikun denikun 

21 weceku de baime denikun denikun 

22 bujan be長urderedenikun denikun 

23 amba bulehun denikun denikun 

24 hudun hahi d巴nikundenikun 

25 mini eihen be denikun denikun 

26 基oforomejafafi denikun denikun 

27 fungtu hoton de denikun denikun 

28 maktafi enteheme denikun denikun 

29 tumen jalan de denikun denikun 

30 niyalmai beyede denikun denikun 
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ひどい場所に

つかわせるのだ。

神に求めて

林をまわる

大きな鶴，

大急ぎで

私の夫を

ヲlつつかんで

Fungtu放に

放り投げて永遠に

万世に

人の体に



Nisan Sam皐ni Bitheにおける機刈誘詩の分析

生まれd奇.tts:くしてほしし、

*よみがえらせな ftれば泊鏑で焼~殺すと，おどす犬lこ対し Ni曇a廷 Saman が

怒って容えたもの。

25. Dの泰三写では betJ¥見常務している。

27. Fuぉ草加城についてはひ74の注参照。

baniiburaku obuki denikun den'ikun 31 

く15)(66) 

1 deyangku dey器ngku

eigen aku d号deyangkudeya詰gk現 :;1;品、ないので、

enc号沿義emebanjiki deyangku deyangku如才なくふるまって暮らしたいo

haha aku de deyangk註 d号yangku :5尊いないので

kangtar義ameba註ji註ideyangku deyang~至な あ然とふるまって喜多らしたいo

eniye hucihin お deyangkudeyangku母の親類に

efime b謹毘jikideyangku dey説蕊草註な

se be amcame deyangku deyangku 歳を追って

sebjeleme banjiki dey説ngk日 deyangku 楽しんで毒事らしたいo

juse aku de deyaぉgkudeyangku 子供いないので

julesi ome banjiki d思yangkudeyang誌現 前になって暮らしたいο

hala muku捻畠kude deyangku deyangku -淡いないので

hajil昌滋号 banjikideya註gkudeyaね話i王u親密に選挙らしたいo

asigan be amcame deyangku deyangku 少年を治って

ant昌hasamebanjiki deyangku deyan諒}王立 客のように薬事らしたい。
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ネmりj滋り，大きな重義が現われて夫を逮れ去ったのを見て， Ni善説nSamanが
演唱す ~o 2行ずつからなる節の夏霊祭と愛現の本行役が顕著である。なお

Sinor (pp. 112-113)はこの雲寺の引用ー分析に際して第2・3行'.I:'評議らし

ている。

今晩

燈火，ろうそくを

尖に滋して，

どんな名声

だれの名声。

般の〔語義弓えきさ〕

械に〔言霊童量不努〕。

Bayar殺の，
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10 abdaha de arsuha keku 

11 fulehe de fusuhe keku 

12 sergudai fiyanggo keku 

13 abalame genefi keku 

14 nimekulefi bucehe keku 

15 erei turgunde keku 

16 i1an saman i1gaci keku 

17 duin saman dekeneci keku 

18 ere fainggo be keku 

19 bucehe gurun keku 

20 i1mun han keku 

21 gamaha sembi keku 

22 erei turgunde keku 

23 nisihai birai keku 

24 dalin de tehe keku 

25 ursu gurun de keku 

26 uju tucike keku 

27 amba gurun de keku 

28 algin tucike keku 

29 ayan hiyan be keku 

30 jafame gaifi keku 

31 alin be dabame keku 

32 amcame genefi keku 

33 algin be gaihade keku 

34 jorime tuwaha keku 

35 adali基arajakade keku 

36 baime gajifi keku 

37 ineku yamji de keku 

38 farhun bade keku 

39 fayanggo be fargaha keku 

40 ehe bade keku 

41 ergen be ganaha bihe keku 

42 amasi marime jifi keku 

43 lelii fodoho keku 

44 da gargan de keku 

45 dalaha daimin keku 

46 adame gargan de keku 
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棄に芽が出た

根に繁殖した。

Sergudai Fiyanggo 

狩に行って

病気になって死んだ。

このゆえに，

三人のジャーマンが判別すれば

四人のジャーマンが計れば。

この魂を

死んだ国

閣魔王

連れて行ったという。

このゆえに

Nisihai川の

河岸に住んだ，

多くの人の国に

頭出た。

大きな固に

名戸出た。

大香を

つかみ取り

山を越えて

追って行き

名声を得たときに

指示してみた。

似ているので

求め連れ来て

今晩に，

暗黒の地に

魂を追った。

悪い所に

命を取りに行っていた。

後で戻って来て

広いしだれ柳，

根もとの枝に

かしらとなった鷲。

付き従った枝に



Nisan Saman Bitheにおける満州語詩の分析

47 alaha daimin keku 花紋のある鷲。

48 alin be surdere keku 山をまわる

49 aisin inggalii keku 金せきれい。

50 mukden be surdere keku 溶陽をまわる

51 menggun inggalii keku 銀せきれし、。

52 taran tasha keku 虎(に似た獣〉

53 oniku lefu keku 熊(に似た獣〉。

54 jakun da jabjan keku 入尋のうわばみ

55 uyun da meihe keku 九尋の蛇。

56 cakura moo falga keku 在草木の茂み

57 jakun juru manggi keku 八対のあなぐま。

58 mang moo falga keku 橡の茂み

59 juwan juru manggi keku 十対のあなぐま。

60 weijubume jiki keku よみがえらせに来てくれ

61 aitubume gaiki keku 助けに取りたい。

62 gele gete keku よくなれ， 目ざめよ。

*死の国への旅を終えて Sergudaiを連れ帰った Ni長anSamanを目覚めさ

せるため，助手 NariFiyanggoが演唱したもの。 23-28は Nisanのこと，

29-36は BalduBayanの行動を表わしている。

9. S， C， D とも bayariと転写するが正しくなL、。

47. S， C， D とも alhaと転写するが， alahaと読める。

57・59. manggiはく12>9に見える manggisa(文語 manggisu)の-saが

複数接尾辞と見なされておとされたと考えられる。満州語では一般に明確な

数表現のあとでは複数接尾辞を伴わない形が用いられる Doerfer，G.“Der 

Numerus nach Zahlw凸rternim Mandshu"， Studia Altaica， Wiesba-

den， 1957， p. 48参照。

く17>(82-85) 

1 deyangku deyangku 

2 geren niyalma jari donji deyangku deyangku 

多くの人，助手間け

3 baldu bayan sini beye deyangku deyangku 

Baldu Bayanおまえ自身

4 emke emken donji bai deyangku deyangkti 

ひとつひとつ聞くのだ。

5 sini jui be deyangku deyangku おまえの子を

6 aisin hiyanglu de deyangku deyangku 金の香炉に

7 tebume gajiha deyangku deyangku のせて連れて来た。
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8 善oforode基oforomedeyangku deyangku 一つまみでっかんで

9 gajime jihe kai deyangku deyangku 連れて来たのだ。

10 boobai oho de deyangku deyangku 宝物を脇の下に

11 hafirame gajiha deyangku deyangku はさんで、取って来た。

12 bucehe beyede deyangku deyangku 死んだ体に

13 weijubuhebi deyangku deyangku よみがえらせたのだ。

14 fayangga be oron beyede deyangku deyangku 

魂をからの体に

15 singgebume sindahabi deyangku deyangku 

入らせて置いたのだ。

16 omosi mama de baiha kerani kerani福神に求めた

17 ereci amasi kerani kerani 

18 nimeku yang基ankerani kerani 

19 aku obume kerani kerani 

20 banjikini sehe kerani kerani 

21 uyunju se jalgan kerani kerani 

22 ulgun be tolome kerani kerani 

23 uyun juse ujikini kerani kerani 

これより後

病気，小児病

なくなって

暮らすようにと言った。

九十歳の命

亥を数えて

九人の子供養うように。

24 gamaha ilmun han de kerani kerani 連れて行った閣魔王に

25 coko indahiin be kerani kerani 鶏，犬を

26 bai1i de werihe kerani kerani 礼に残した

27 basan jergi be werihe kerani kerani 手間賃等を残した。

28 omosi mama de kerani kerani 福神に

29 hengkileme acaha kerani kerani 叩頭して会った。

30 sini jui de kerani kerani おまえの子に

31 geli enen baiha kerani kerani 叉子孫求めた。

32 jalan de ulhibure kerani kerani 世に倍らせよう。

33 mama er話erede kerani kerani 福神に仕えるのに

34 ginggun bolgo kerani kerani 敬い清浄で

35 mama i1ha sain kerani kerani 福神花良い。

36 damu sain be yabu kerani kerani ただ善を行なえ

37 ehe be yabuci kerani kerani 惑を行なえば

38 eit巴nerun iletu kerani kerani 一切の7flj明らかだ

39 gemu getuken sabuha kerani kerani 皆明白に見た。

40 mini eigen mimbe kerani kerani 私の夫が，私を

41 aitubu seme kerani kerani 助けよと

42 baire jakade kerani kerani 求めるので，
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43 mini gisun oci kerani kerani 私のことばは

44 yali sube niyaha kerani kerani 肉筋j探った

45 weijubure de mangga kerani ker柏 i よみがえらすのに濁幾だ。

46 mini ei併設 fancafikerani kerani 帯広の夫は壌ち緩んで、

47 ni滋側部 rnucendekerani kerani 泌鏑で

48 mimbe carume warnbi k君ranikerani私をいためて殺す。

49 erei turgunde kerani kerarは このゆえに

50 rnini wecen語。forofikerani keraポ 私の神が引っつかんで、

51 fungtu hoton de kerani kerani Fungtu撲に

52 rnaktafi enteherne kerani kerani 汝り投げて永遠に

53 niyalrnai beyεbanjibur証kukerani kerani 

人の手学生まれさせない。

54 geli geren hutせ deyangkudeyangku 叉多くの鬼

55 fainggo se deyangku deyangku 

56 aitubロsemedeyangku deyanglまu

霊魂逮，

助けよと

57 sirぬ baimedeyぬ gkudeyangku 次々と求めて

58 ju草色nbe hetur号fid悲Y註n蕗kudeyangk誌

遂をさえぎって

59 bairengg控訴lakadeyangku deyangku求めることあわれだ

60 jaci labd珪 kaideyangku d告Y詰ngku はなはださるいのだ。

61 labd立 basanwerihe deyan草k日 deyangku多く

52 若君主endendehe deyar主宰kudeyangku たくさん分け与えた

63 teni waliya、rnejihe deyangku deyang長官

やっと棄てて来た。

キ Ni基aぉ Sarnanが死の国でのい診さつを人々に事長f脅したもの。

27. Dの季五宅'f-"<!は werih告が滋濁している。

36. Dの転写では yabuiJ'H廷i議している。
62. V， S， C， D とも dekdeheと転写ナるが， 原資料では dendeheとも言語

めその1iが意味ーとの実在:潔がない。

ふ詩一覧

以上17の詩を，演格者，折返し勾，主たる内容等につき一覧表にして

示す。
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詩番号|演H昌者i折返し句 lzi自|行数| 内 容

1 父 ara 23 Sergudaiの追悼

2 母 ara 37 Sergudaiの追悼

3 老人 deyangkudeyangku + 12 Bayan家への訪問

4 老人 ara koro 21 Sergudaiの追悼

5 Ni善an eikule yekule + 52 死の状況の占い

6 Niきan hoge yage + 4 神への呼びかけ

7 Niきan hoge yage 十 43 助手への指示

8 Nari cingelji ingelji + 20 死の国への導入

9 Nisan hobage yebage + 43 渡し場の男への呼びかけ

10 Niきan eikuli yekuli + 16 川辺での神々への呼びかけ

11 Nisan hoge yage 33 
Monggoldai Nakcuの

門前での訴え

12 Ni善an kerani kerani + 40 
閣魔王の門別で、の神々へ

の呼びかけ

13 Niきan hailambiきulembi 30 夫への説得

14 Nisan denikun denikun 31 夫への非難

15 Ni五an deyangku deyangku + 15 
夫がいなくなった

ことの喜び

16 Nari keku 十 62 
Nisanの覚醒のための神

々への呼びかけ

17 Nisan 
deyangku deyangku 

+ 63 死の固でのいきさつの報告~kerani kerani 
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]1.分析

1 .折返し句

1. 1 本資料の詩においては折返し句がきわめて重要な特徴をなして

いるO 本資料の詩はいずれも本来ある旋律を伴って歌われたものと考え

られ，その際折返し句は調子をととのえるためのかけ声のような役割を

担うものであったろう O また本資料にあっては，詩の存在を明瞭にする

のみならず，各行に繰返されることによって行の構成を明確にする効果

を持っている。この効果は同時に，行ごとの頭韻がある場合にはそれを

きわ立たせる役目を果していると言えよう。

1. 2 折返し句は多くの場合それ自体特別の意味をもたないと言える

が，詩の内容にふさわしい意味を担っていると考えられる場合もある。

たとえばく 1>く2>く4>に見える araは通常苦痛の声を表わす間投

調とされており， Sergudaiの死をいたむ詩の内容にふさわしいものと

なっている。く4>にはまた koro{怨み，怨恨，悔しさ〉の語が折返し句

として用いられており，詩の情感を高めている。またく13>の hailambi

sulembiは動詞の終止形であり，それぞれ〈神が享けぬ))， <<税を取立て

る〉の意をもつが，ことに前者は夫の頼みを断わるこの詩の拒絶的な内

容にふさわしい意味を添えていると言えよう O なおまたく16>の keku

は通常〈懸璽垂〉の意であるが，他の文献で神体名として現われた例も

あり，かかる意味とあながち無関係で、はなし、かもしれない(三田村p.548

参照)。

他の折返し句については意味不明と言うほかないが，本来は何らかの

有意な語であったかもしれない。あるいは動物や鳥の鳴声，シャーマン

の太鼓の音などを模したところに起源をもつものもあろう。特に deya-

ngku， hoge， yage， hobage， yebage， kerani など満州語の通常の母音

配列の原則にそぐわない形のものは何らかの音象徴にもとづく可能性が

大きいと考えられる。
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いずれにせよ意味の明らかでないことばを繰返すこと自体が，シャー

マンの神格化を高めるのに一役かったということも考えられよう。逆に

この点で， Sergudaiの父母によるく1>く2>の詩が素朴な間投詞を用

いていることは容易に納得できるのである。

1. 3 なお本資料では詩の大半が NisanSamanの演唱であるため

に，一般に折返し句が演唱者によって異なるものであるか否かは必ずし

も明らかにし得なL、。しかし異なる演唱者が同じ折返し句を用いている

のはく1)く2>以外にはまれであり，わずかに老人の詩のひとつが

Ni話anの用いているものと一致するのみである。特に助手 NariFiyan-

ggoの折返し匂が Nisanのものと趣を異にするところから見て，一般

にシャーマン(またはそれに準ずる者〉はそれぞれ固有のいくつかの折

返し句をもっていたものかもしれないm。

1.4 折返し句は原則的に同一詩内では同じものが繰返される。例外

はく17)で，ここでは deyangkudeyangku~kerani kerani~deyan­

gku deyangku と途中でいったん折返し句が交替している。折返し句

の変わり目では詩の内容も転じていることが注意される。またく16)で

は kekuとし、う折返し句が，官頭の行のみ kekeku kekuと引伸ばさ

れたような形で現われる。

折返し句は①1語の場合(く1>く2>く16>)，②同一語2語の反復か

らなる場合(く3>く12>く14>く15>く17))，および③異なる 2語からな

る場合(その他〉がある。③の場合はく4>(ara koro)，く13>(hailambi 

sulembi)を除き，前後の初音節のみ異なる。く4>く13>も前後の音節

構造は類似していると言えよう。また①はすべて2音節からなり，②は

すべて各語3音節，③は各語2音節のものと 3音節のものがある。した

がって各詩の折返し句部分の音節数は2，4. 6のいずれかである。

2. 行

2. 1 各詩は折返し句と詩句(詩の折返し匂以外の部分を仮にこう呼
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ぷ〉とが究互に現われる形をとっているが，行の構成のうえで河者はど

のような関保に立っているか，すなわち折還し勾は詩句の能につし

を構成しているのか，後についているのか，あるいは詩句骨折返し句が

それぞれ独立したー持ななしてし、ると見るべきかの問題は，実轄には詩

の旋律ともかかわっており，本資料だけからは必ずしも容易に決定でき

い。この点について提来の敦扱いでは，一般に折遮し句は詩句に説援

するものとしてとらえられている場合が多いようであるが，特にその根

拠は示されていない!1)。筆者は次の理由から，一般に折返し勾はむしろ

詩句の後についていると見なされるのではないかと考えるO すなわちφ

冒頭に折返し匂を欠く舗は少なくないが，求F惑に欠く例はないこ

と，②く17>の誇では途中で、折返し勾が変わるがその変わり請が内容の

切れ醤に対応するためには折返し句が後についていると見なければなら

ないこと，および①く1><2 >の誇で、は折返し勾の議がすべて句読

で革路られていること，などの事実はいずれも訴返し匂後接を示捜する

ものと替えよう。

しかしこれはすべての詩について一概に決定できない間離かもしれ

ず，なお検討を要する。特に大半の詩は冒頭に折返し勾をもっており，

その場合は前按・後接いずれの立場に:なっても繋緩または末躍に訴返し

句だけからなる一行きと認めざるを得ず，そうなるとむしろ各訴越し匂が

と交互に独立でー行を構成しているとする見方もあながち苔定でき

ない。その点で本舗での行の扱い誌なお暫建的な措縫と言わざるを得な

L 、12)。

2. 2 各詩の宕数は緩いものでは4

び，かなりの開'd"がある。

ら，長いものでは63行におよ

一行内の詩句の語数は1語から 4語まで見られるが，基本的には2語

からなるとjもることができょう 13)。これは大部分の持の折巡し匂が2

からなることと一致する。

一般に各行の詩句は4音節tl.上8音節以下からなっていると見られる

が， 31苦節あるいは9 と見られる1911も為る 14)。一行合なす詩句の音
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節数は同一詩内でもかなりの聞きが認められ，詩ごとに各行の音節数が

そろっているとは一般に認めがたし、。これは各行が仮に一定の旋律で歌

われたと Lても，音節を引きのばしたりあるいは早く発音したりして長

さを合わせることが比較的容易に行なわれたためで、あろうと考えられ

る則。ただし互いに平行的関係に立つ各行では音節数の一致が認められ

る場合がある(後述5.1参照〉。また詩句の音節数と折返し句の音節数

との聞にもめだった相関性は認められないが，折返し句が2音節の場合

を除けば，多くの場合両者の音節数にさほど大きな差はないと言えるか

もしれない。

3. 節

行は単独で完結した内容を表わすこともあるが，一般にはいくつかの

行が集まって形式上・意味上のまとまりを形成する。そのまとまりを仮

に節と呼ぶ。節は一般に2行ないし 3行からなるが 5行あるいはそれ

以上と見られる場合もあるO また詩によっては節の区切りが必ずしも明

瞭でない個所もあるO

一篇の詩の全体が等しい数の行からなる節に等分される例は少ない。

このことは，節のようなまとまりではなく各行がひとつの旋律に対応し

ていることを示すものであるかもしれなし、。ただし平行的表現をなす節

が繰返される場合は各節の行数は等しいのが普通である(後述5.2参

照〉。

4.頭韻

折返し句と並んで、本資料の詩の重要な韻律的特徴をなすのが，頭韻

(alliteration) の存在である。実際にはその現われる程度は詩によっ

てかなり異なり，一篇の全体を通して見られる場合から，ほとんど観察

されないものまで、あるが，多くの詩については随所に何らかの形での頭

韻が観察される。i
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頭韻はその現われる位置によって二種に大別できる。すなわち同一行

内の 2語が韻をふむもの，および異なる行の頭が韻をふむもの，であ

る。それぞれを仮に行内の頭韻，および行聞の頭韻と呼ぶ。

4. 1 行内の頭韻は詩句の最初の語と二番目ないし三番目の語の頭に

観察される。一般に散発的に現われる例が多い(以下詩の引用に際して

は折返し匂は省略し，行の切れ目を/で示す〉

ama ageく1>1. yαage yαlureく1>14. 

αge absi buceh巴niく4> 21. hungken de hujufiく8>8. 

gusime guniciく13>17. gele geteく16>62. 

2行からなる節の平行的な各行に連続して見られる場合もある:

hutu de hosungge/ibagan de icinggaく8>15・16.

。bdahada arsuha/ Julehe de Jusuheく16>10・11.
ilan saman ilgaci/ duin saman dekeneciく16>16・17.

eiten erun iletu/ gemu getuken sabuhaく17>38・39.

4. 2 これに対して行聞の頭韻は， 2行からなる節の頭に典型的に現

われ，しかも一般に押韻された節がある程度連続する場合が多い。その

例は各詩の随所に見られるが，連続が全体的に顕著な詩の例としてはた

とえばく7>く9>く11>く13>く15>などがあげられよう。特にく15>で

は冒頭の折返し句のみの行を除けば全行が， 2行の節を単位として押韻

されているO

なお節の境目をはさむ2行が同韻をもっと見られる場合もまれにある

が，これはむしろ偶然と見なすべきかもしれない削〈以下節の切れ目と

重なる行の切れ目を特に//で示す〉

erehe bihe // erdemu bisireく4>12・13.

haha si donji // hαn be tuwabumeく5>4・5.

また押韻が3行に渡る例が散発的に見られるが，この場合も 1節をな

すものと，異なる 2節にまたがるものとがある。後者はやはり偶発的な

ものかもしれない:

eme sure age/ eme mini/ enen juseく2>1-3.
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dogun dobure/ doholo age/ donjime gaisuく9)2-4.

αlin be dabame/αmcame genefi/ algin be gaihadeく16)31-33. 

uyunju se jalgan/ulgun be tolome/uyun juse ujikiniく17)

21-23. 

holo seci/holo sebai 11 holo saman holtombiく5)10-12. 

goro mafa boode/ goirame genembi 11 goro mama badeく9)

21-23. 

erseme kundulembi 11 erebe gunici/ ergenbe guwebureoく13)

25-27. 

amba gurun de/ algin tucike 11αyan hiyan beく16)27-29. 

さらにまた連続する 4行が同韻をもっ例もあるが，これは2行ずつか

らなる 2節に分けることができる:

bai buci/baniha bumbi 11 banjire aldasi/bαlai gajihaく11)

12-15. 

αdame gargan de /αlaha daimin 11αlin be surdere / aisin 

inggaliiく16)46-49. 

行聞の頭韻は上述のように連続する行に見出されるのみならず， 3行

以上からなる節で、は行をへだてて観察される場合もある。次の例ではか

かる頭韻がいくつかの平行的な節中のそれぞれほぼ等価な位置に現われ

ていることが注意される:

sure banjiha/…・・・/sungkenaha bi/・…・・ 11 mergen age be/ 

・…・/……/mentuhun aha bi/……11 erdemu bisire/…・・・/…
/ ehelinggo aha bi / …・・・ 11 feng話enbisire /…... / ferguwehe 

biheく4)4-20. 

dergi alin de/..・H ・/dekdere gasha 11……/・…..11 mangkan 

alin de/……/mαngmoo manggisaく12)2-9. 

なおまた次の例では，行の二番目の語と次行の頭が韻をふんでいるよ

うに思われる:

wehei ukdun/ ukcame jidereoく6)2・3.
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suseri hoosan be/hosifi belhe (7) 24・25.

goro mama bade/ maksime yumbiく9>23・24.

hatan arki/ alibume bumbiく9)38・39.

geren wecense/ wehiyeme dooburoく10>13・14.

このうち特にく9>の詩では上例中の2個所を除いた全行が通常の行聞

の頭韻を有しているところから見て，かかる変則的な押韻法が臨時的な

手段として用いられたものかもしれなし、。また上例の多くは，結局折返

し匂をはさんで隣合う 2語聞に見られるわけで、あり，かかる 2語聞に韻

律的な結びつきが意識されたとしてもさほど不自然ではなかろう。この

ことは上と逆の例，すなわちある行の頭と次行の二番目の語が同韻であ

るような例がほとんど見出されないことによっても裏づけられよう。

4. 3 行内の頭韻と行聞の頭韻はしばしば並行して現われることがあ

る。すで、にあげた例の中にもいくつか見られるが，それ以外のものとし

てたとえば次のようなものがある:

ahasi de gosingga/ ambulingga ageく2>19・20.

asigan be amcame/ antahasame banjikiく15>14・15.

dαgargan de/ dalaha dαiminく16>44・45.

4. 4 上に見てきたいくつかの例からも知られるように，押韻の単位

は一般に (C)Vとして現わすことができる (Cは子音音素， Vは母音

音素， ( )の部分はないこともある〕。これは必ずしも音節とは一致し

ない。ただし次のように (C)Vを越えた，音節の単位で韻をふんでい

ると見られる例もある:

wehei ukdun/ukcame jidereoく6)2・3.

mangkan alin de/……/ mangmoo manggisaく12>7・9.
meiren husun de/ meihereme gajireoく12>39・40.

aifini bucefi/ aikime niyahaく13)11・12.

また次のものは一方が1音節を越えた単位で対応していると言うこと

ができるかもしれない:

dalbade iliha/ぬlahajariく7>2・3.
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yarume gamareo/yargiyan fedeく7>35・36.

erin unde/ ergeleme gajihaく11>8・9.

αmasi buci/αmbula banihaく11>10・11.

ilan saman ilgaciく16>16. 

さらに特殊な場合として，同一語ないし同根の語が反復されることも

ある:

eme sure age / eme miniく2>1・2.

wakαseci / waka sebai / / holo seci / holo sebaiく5>8ー11.' 

inu seci inu se /ωakαseci wakαseく5>51・52.

wasihαci / waSihαlame gajireo // soforo ci / soforome gajireo 

く12>31-34. 

これに関連して次の例は，偶然にすぎないかもしれないが 2語にま

たがる同じ音の連続が異なる分節と意味を伴って反復されている:

uyunju se jalgan /……/ uyun juse ujikiniく17>21・23.

4. 5 押韻される際，前後の (C)Vが完全に同等ではなく，類似音

によっている場合もある:

surdeme iliha / sure jariく7>8・9.

sakda eme be / sar seme gunifiく13>28・29.

haha aku de / kangtarsame banjikiく15>4・5.

hudun doobuci / hoosan bumbiく9>31・32.

holtome gamaraku / huda werimbiく11>20・21.

hutu de hosunggeく8>15. 

mukden be話urdere/ menggun inggaliく12>19・20.

duin saman dekeneciく16>17. 

さらに現われ方が散発的なため確実さは劣るが，次のようなものもある

いは同韻として認められるかもしれない:

duka tuwakiyaraく3>2. 

duka tulergideく3>6. 

tanggu dalhanく7)20. 
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cakura moo falga / jakun juru manggiく16)56・57.

kumuru hutuく5)22. 

hαfirame gαjihaく17)11. 

sure banjiha / seme donjihaく4)4・5.

bucehe beyedeく17)12. 

geren gurundeく8)19. 

giranggi yali / gemu hungkeneheく13)13・14.

これらをまとめると，子音については s一言， k-h (あるいはさらに t-d，

c-j)，母音については u-e，(hのあとの)u-oなどが同韻として用い

られていると言えよう 17)。

4. 6 なお本資料の詩では，一般に脚韻は同一語ないし同一語尾の反

復を除けば特に認められなし、。ただし次のような個所では，末尾の音節

構造の似た語を並べることによって，脚韻的効果をあげていると言える

かもしれない:

giru muruく2)21. 

nisihai biraiく16)23. 

ayan hiyan beく16)29. 

話arseme gunifi / hor seme dulembureoく13>29・30.

sure banjihα1 seme donjihαく4)4・5.

eigen haji / ek話emedonji 11 haha haji / hahilame donjiく13>1-4. 

fai昭 gobe farganambi 11 ……/ buhime genembi 11 …・・・/ergen 

be ganambiく7>27-31. 

5. 平行的表現

詩の表現の一般的特徴として，同一ないしは類似した意味内容を異な

る表現で反復することがしばしばある。この場合各表現聞に形式上の平

行性 (parallelism) が観察されることが多い。本資料においてもかか

る平行的表現は随所に見られるO これは行と行の聞に見られる場合と，

節と節の聞に見られる場合とに大別されるO

同
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5. 1 まず行と行の聞の平行的表現として次のような例がある:

mergen gebu mukdehebi / amba gebu tucikebiく5>39・40.

weijubure de mangga / aitubure de jobombiく5>49・50.

inu seci inu se / waka seci waka seく5>51・52.

hutu de hosungge / ibagan de icinggaく8>15・16.

abdaha de arsuha / fulehe de fusuheく16>10・11.

weijubume jiki / aitubume gaikiく16>60・61.

いずれも 1節をなす2行が，それぞれほぼ同じ内容を表現している。一

般に3行以上にわたる例はないようである。同じ語尾が同じ位置に反復

されるのみならず，前後の行の音節数もほとんど等しいことが注意され

よう。また行内の頭韻が散見する一方，行間の頭韻が全く見られないこ

とが注意される。これは，行聞の頭韻が一般に各行の連続的な結びつき

を強調する働きをもっている(本稿注目参照)のに対し，行聞の平行的

表現はむしろ各行の非連続な，並列的ないし対立的関係のうえに成立し

ているということを考えれば納得できょう。上例中に頭韻とはむしろ逆

に， wei-/aiーのような対比的な音の並置が見えるのも，かかる対立的

関係の現われと言うことができる。

5. 2 節を単位とする平行的表現はより広範に観察される。これにつ

いては各詩の中に容易に見出されるので，ここでは特に顕著な個所を指

摘じておくにとどめる。節の聞の平行的表現は一般に2行からなる各節

に典型的に見られ，その連続は2節の場合から 5節以上におよぶ場合も

ある。その際それぞれの節は行聞の頭韻をもつことも多し、。たとえば

く7>2-9の4節，く9>17-28の6節，く15>2 -15の7節などは2

行からなる各節がほぼ等しい内容と形式の繰返しからなり，しかも各節

がほとんど押韻されている顕著な例と言えよう。

3行あるいはそれ以上の長さからなる節が平行的に繰返されることも

ある。ただしその際は押韻もさほど顕著ではなくなり，またときには各

節の行数も不揃いなことがあり，形式上の平行性も減じる。 3行からな

る節による平行的表現の例としてく1>15-23の3節，く7>14ー 25の
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4節，同じくく7>38-43の2節などがある。またく4>4-20 は 3~

5行からなる 4節が類似内容を反復しているが，形式上の平行性はかな

りくずれている。

5. 3 かかる平行的表現においては，数量に関する漸層法 (gradat-

ion)がしばしば見られる:

ilan saman ilgaci / duin saman dekeneciく16>16・17.

jakun da jabjan / uyun da meiheく16>54・55.

oforo話urdeme/ orin damjin / muke makta // dere surdeme 

/ dehi hunio / muke hungkureく7>38-43. 

cakura moo falga / jakun juru manggi // mang moo falga / 

juwαn juru manggiく16>56ー59.

すなわち何らかの数量表現が平行的に現われる場合には，あとのものが

より大きな数で現われて表現を高めている 18)。ただしまれには次のよう

に，同じ数が繰返されたり，あるいはむしろ減少した数が現われている

個所もある:

tanggu dalhan / fe misun be / dalbade sinda // tanggu sefere / 

suseri hoosan be / hosifi belheく7>20ー25.

uyun da meihe / jakun da jabjanく12>10・11.

5. 4 平行的表現にあってはまた，対比的ないし対立的な意味をもっ

2語が対置されることがある。たとえば次の例では〈金〉・〈銀〉の対

比が明瞭である:

alin be話urdere/ aisin inggali // mukden be surdere / menggun 

inggaliく12>17-20. 

aisin hiyanglu de/ alamime tebufi gaju // menggun hiyanglu 

de / ungkufi gajuく12>35-38. 

また次の例で、は〈薄い〉・〈厚い〉の語が対立的に置かれている:

nekeliyen san be / neifi donji // giramin話anbe / gidafi donji 

く7>10-13. 

5. 5 なお上の表現(く7>10-13)はほぼ同じ形でく9)5-8， 

-97 -



北大文学部紀要

く13>5-8にも見出される。一般に詩が特定の相手に訴える内容のもの

である場合には官頭に聞き手への呼びかけがなされることが多いが，上

の表現はいずれもその呼びかけに伴って現われているO このように平行

的表現のうちには，いわば常套的表現としていくつかの詩にほぼ同じ形

で多用されるものがある。これらはおおむね周到に押韻され，平行性も

顕著で，口調の良いものが多い。他の例として，シャーマンが死者の魂

を求めて死の国へ旅立つことははじめに次のような表現で示される:

farhun bade / fainggo be farganambi 11 bucehe gurun de / buh-

ime genembi 11 ehe bade / ergen be ganambi 11 tuheke fainggo 

be / tungiyeme yombiく7)26-33. 

同様の表現は，多少の違いは見せながらも， く8)9 ~14 ，く 9> 40，--

43，く16)38-41にも繰返し用いられてLる。

6. 比輸・反語法

6. 1 比喰は本資料の詩ではさほど顕著ではないが，直職と隠喰の例

が若干見出される。

直職として次のようなものがある。

fiyan banin / pan an gese / saikan ageく2)23・25.

giyahun adali / eme jilgan be / donjime baire < 2 > 28・30.
前者は Sergudaiの美貌をたとえたもの。後者はおそらく，母が Serg-

udai の声を聞き求めるさまを鷹が主人を探すことにたとえたものと思

われる。

隠輸の例はたとえば，シャーマンが旅立った死の国 (bucehegurun) 

のことを farhunba {暗国の地> (く7>26他)， ehe ba {悪い所〉

(く7)30他〉などと言うところに見られるほか，次のような個所に見

出される:

abdaha de arsuha / fulehe de fusuheく16)10・11.

boobai oho de / hafirame gajihaく17)10・11.
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前者は BalduBayan家に子孫が誕生したことを草木が繁殖すること

にたとえ19)，後者では大切な一人息子を無事連れ帰ったことを〈宝物を

脇の下にはさんで取って来た〉と表現しているO

6. 2 反語法としてはたとえばく1>9， 14， 17， 20， 23およびく2>

17・18，35-37などに見える we{だれ))， ya {どんな〉等の疑問詞を

伴った疑問表現が一人息子を失った父母の嘆きを強める効果をあげてい

る。 またく14>2・3では，老母以外何も残さなかった Nisan の夫

が， aibe werihe {何を残したか〉という強い表現で非難されている。

7. 特異な語形・語JII頁・表記法

最後に詩の中に見出される特異な語形・語順・表記法について若干ふ

れておきたし、0

7. 1 文語と異なる，あるいは文語に見当らない特異な語形は，はじ

めに述べたように本資料の地の文を含めた全体に頻繁に見出されるが，

ここでは詩に現われたもののうち，特に何らかの韻律的要因で通常の語

形が改変されたと考えられる例を指摘しておく。

まず顕著な個所として次のような個所がある:

ainaha algin / weinehe welgin 11 halai hashuri / yala yashuri 

く16>5-8. 

ここでは各行内の頭韻と，節ごとの各行の平行性が顕著であるが， wei-

nehe， welgin， hashuri， yashuriの各語は通常の文語に見当たらない語

形である。 weineheは we((だれ》と前行の ainaha((どんな》との一種の

混清によるもの，また welginも前行の algin{名戸〉をweineheに頭

韻をそろえて改変したものと思われる CD82-83，159 ; S 110参照)0

hashuri， yashuriの2語については語義不明と言わざるを得ないが，

やはりかかる改変のためにもとの語形との連関が失われたものかもしれ

ない20)。

また次の例においても頭韻をそろえるための語形改変が行なわれてい
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ると見られる:

hungken de hujufiく8>8. 

hungkenの語は前後の文脈に照らして， D (139)の指摘するように文

語 hengkin<叩頭〉にあたることが考えられ，これが hujufi に韻を

合わせて改変されたものかもしれない。ちなみに頭韻の制約のないく17>

29，および地の文中(原資料 p.10，11)では動詞化された hengkileー

が，文語と同じ形のまま現われている。

また次のような1節がある:

dalaha daimin / alaha daiminく12>22・23.

この alahaは文語形 alhaが dalahaにそろえて改変されたものと見

られるかもしれない (D146による〉。同様の例がく16>44-47にも見出

される。

7. 2 語順の特異な例はまれであるが， haji <親密な〉という語に関

して次のような用法が見えるのが注意される:

age i haji / absi utu / jalgan foholonく4>1-3. 

eigen haji / ekseme donji 11 haha haji / hahilame donjiく13>

1-4. 

hajiとし、ぅ語は文語のhajigucu <親友〉などという表現にも見られる

ように，通常の形容調と同じく名詞の前に置かれるのが普通であり，上

の例はそれぞれ hajiage， haji eigen， haji hahaの意と考えられる

CS43参照〉。 ここでは行間の頭韻をそろえるためにかかる語順が用い

られたものかもしれない Chahahajiではさらに1行目との平行性が考

慮されたものか〉。現に頭韻の制約のない個所では， haji eihen (eigen) 

として現われている例がある〈く13>16，く14>1)。しかしながら韻律的

要因で語順が改変されたような例は他に見当らないところから，上例に

ついてもあるいは haji という語の用法自体が両様の語順を許したもの

かもしれず問題である。

7. 3 特異な表記の例として， jiheseく3>10， gida nufiく16>4 

の2例があげられる。前者では通常離して書かれる 2語 (jihese)が1
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語のようにつづけて書かれ，後者は逆に1語と思われるもの(gidanufi)

が離して書かれている (S43， 110; D 128， 159参照〉。後者について

は， 2語からなる前後の行にそろえたも-のかもしれなし、。いずれにせよ

これらが単なる表記上の問題か，あるいは韻律上・形態上の切れ目の有

無にかかわる問題かはここでは問わなし、。

おわりに

本稿では Nisansaman i bitheにおける詩を資料として提示し，韻

律的・修辞的観点からの分析を試みた。それにより，従来その存在すら

見すごされてきた感のある満州語の詩の特質がある程度明らかにされた

ものと思われる。特に本稿では，まず詩の部分に対する従来の転写に見

出されるいくつかの誤りをただし，資料としての正確さと有用性を高め

た。また詩と地の文の区別にあたり，地の文中にも注目すべき韻文的性

格が観察される場合があることを指摘した。また詩の重要な特徴をなす

折返し句についてその位置は，これまでの多くの扱いとは異なり，むし

ろ詩句に後接(もしくは並行〉していると見なし得ることを述べた。さ

らに頭韻をいくつかの型に分類し観察する中で，行をへだてた押韻や，

行の二番目の語と次行の頭との押韻などの存在も明らかにされた。修辞

的には全体を通じて平行的表現が豊富に確認された。

むろん満州語詩の全貌の解明のためには今後さらに広範な文献にあた

って資料の探索が行なわれなければならなし、。翻訳ものや散文のジャン

ルに属すものの中に新たな韻文的資料が発見されることもあり得ょう。

また本稿中にも指摘したように本資料中の地の文についてさらに韻文的

性格を検討することもさしあたり必要であろう。また本資料と類似した

形式と内容をもっという点で，注1で指摘した資料の全般的な検討と分

析も興味のもたれるところである。

また分析に先立つて資料の厳密な吟味が不可欠であることは言うまで

もないが，本資料全般についての従来の転写・翻訳の作業にはまだ不備
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な点が多く，特異な語の解釈についても問題点が少なくない。その整備

と解明も重要である。

今後また特に満州語の音節構造の解明に伴って，詩の分析もその点で

さらにすすめられなければならなL、。逆に詩の韻律的分析が音節構造の

解明に手がかりを与えることもあり得ょう。

こうして資料の集積と分析がすすめは，隣接諸言語の詩との比較も可

能となり，それによりさらに多くの事実が明らかになることが期待され

るのである O

(1979年7月〉

付記 本稿作成にあたって，そのテーマをお勧めくださったのみならず，終始

貴重な示唆と有益な助言を惜しまれなかった池上二良先生に対し，心から感謝

の意を表したい。

i主

1)三田村泰助「満州、ンヤマニズムの祭神と祝詞JIi'石演先生古稀記念東洋学論叢』
1958，によれば， r祭冊目全書忍人謡念全録」と題された資料中にシャーマ γ の

祝詞の満州語原文二十数篇が収められているという。同論文ではそのうち数篇

が紹介されているが，折返し句のない点を除けば本稿での詩と類似した形式と

内容をもち注目される。

2) BOJIKOBa， M.口.HumaHb Ca.MaHU 6umxa: npeδaHue 0 HUmaftC1COU 

ma.MaH1Ce， MocKBa， 1961 (以下Vと略称〉。 テキスト影印とロシア字転写，

ロシア語訳。ただしその転写は原満州字に必ずしも忠実でなく，特異語の多く

を自身の解釈で文語形に直している。

3) V (p.10) はウラジオストク本のー頁あたりの行数を n2行」としているが

誤りである。 また木の大きさについても r21.8x 7cmJとあるが， 影印のた
て・よこの比率からみて，おそらく 21.8x 17c皿の誤りかと思われる。これらの

誤りはそのまま S (本稿注4参照 :p.4)，C (同:p. v)にも踏襲されてい

る。なおVの書誌的記述はアイグ γ手稿本についても疑問である。すなわち本

の大きさ，丁数，ー頁あたりの行数に関してV (p.8) の記述は， 同じ手稿

本 (pyKOIIHCb A 124 I1HCTI1TyTa Hapo且OBA3HH AH CCCP) につい

ての他の著書 (BOJIKOBa，M. 日• OnucaHue .MaHb't:JICypc1Cux py1COか

uceu HHcmumyma Hapodo6 Asuu AH  CCCP， MocKBa， 1965， p.94) 

での記述と全く一致しない。ちなみに， 1969年I1HCTHTyTHapo且OBA3HHで

アイグン手稿本 (A124)を実際に閲覧された池上二良先生によれば，その第

一巻(“emudebtelin ")は各頁12行，表紙・裏表紙とも含めて18丁，第二巻
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(“ jai de btelin ")は各頁11行，全11丁であり，それぞれの表紙には満州字で

“yasen sama bithe" (第一巻)，および“nitピansama bithe" (第三巻〕

とあるとのことである。貴重な情報の発表を快諾された向先生の御厚意に感謝

する。

4) BOJlKOBa 自身の転写・ロシア語訳のほかに次の 4種がある (CJ内は本稿で
の略称〉。

成百仁 (SeongBaeg-in) r満州 sya-man神歌 :Nisan saman i bitheJ， 
Seoul， 1974 C S J。テキストのローマ字転写と朝鮮語訳。特異な語形に対して
詳細な注で，対応する文語形を指摘すると共に， r語学的特性」の章でテキス
トの満州語の特徴を音韻函・形態面にわたって考察している。

荘吉笈 (ChuangChi-fa) r尼山薩蛮停 :Nisan saman i bitheJ，台北，
1977C C J。ローマ字転写とグナ語訳。特異な語形等に対する配慮は少なしそ
の解釈の多〈はSによったところがあると見られる。

Nowak， Margaret & Stephen Durrant. The tale of the Nisan shama-

ness : a Manchu folk epic， Seattle， 1977 CD J。ローマ字転写と英語訳に
加えて，内容の文化人類学的解釈がなされている。転写と訳においては V，S 

の作業をふまえてさらに綿密な注解を加え，新たな見解を示したところが少な

くない。

Stary， Giovanni. Viaggio nell' Oltretomba di una sciamana mancese， 

Florence， 1977。イタリア語訳。未見。

なおまたVのロジア語訳をさらにドイツ語へ抄訳したものとして次のものが

ある Seuber1ich，Wolfgang.“Die mandschurische Sage von der 

Nisan-SchamaninぺFernastlicheKultur :Wolf Haenisch zugeeignet 
von seinem Marbur・gerStudienkreis， hrsg. u. bearb. von Helga Wor-

mit， Marburg， 1975， pp. 197-2400 

5) Sinor， Denis.“Some remar ks on Manchu poetry"， Studies in South， 

East， and Central Asia : presented as a memorial volume to the late 

Professor Raghu Vira by members of the PIAC， New Delhi， 1968， 

pp. 105-114。 この論文では他に蒙古語およびシテ語から満州語に翻訳された

詩が紹介され，その韻律的分析がなされている。

6) いずれにぜよ改行される場合はすべて最初の折返し句から改行されている。し

たがって折返し句で始まる詩の場合は詩の開始と改行が一致するが，冒頭に折

返し句をもたない詩では一致しないことになる。 <11>の詩では開始直前の地

の文に， hocohon jilgan i (改行Jhoge yage hulame (詩の開始J((良い声で

hoge yageと叫んで》とあり， 冒頭の折返し句がいわば地の文に組込まれた

形になっていて，その組込まれた折返し句から改行がなされている。

7) く7>の詩がム印を欠くのは，その直前にきわめて短いく6>の詩が存在する

ためかと思われる (なおく6>の詩の注参照〉。またく17>では同一詩の途中

でいったん折返し句が変わるが，その変わった直後の行の頭にもム印がある。

8)今後半 amba以下の頭韻についてはS62にも指摘がある。なお引用文中に見え

る“dekennime.haihungga"の部分を Sinor(p. 113)は“deken-ihaihu・
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ngga" として，く6><7>の詩に対する「メロディーまたは韻律的構造の名

称」であるとして注目しているが，これはVの転写と解釈の誤りを踏襲した結

果であり，この部分の韻律的構造を見逃した解釈と言わざるを得ない。

9) hobage， deyangkuは折返し句としてそれぞれ <9>0>などに見える。な

ぉ deginjimeの語をS・Cは dahinjime，Dは daginjime と転写するが，

初音節は明らかに de-であり， den， deyangkuと韻をふむ。

10) K凸halmi，Kathe.“Zur Problematik der mandschu-tungusischen Volk-
sdichtung "， Altaica Collecta， Wiesbaden， 1976， p. 166にも，“Auch

die Hilfsgeister der Schamanen haben eigenen Tonkehrreime bei 

ihrer Anrufung"という指摘がある。

11) Sinor (pp. 112-114)は本資料く15>く5>く6>く7)の詩 (<6>を除いては

一部分〕をとりあげているが，やはりいずれも折返し句は詩句の前について行

を構成し，折返し句と詩句との問に韻律上の休止 (caesura) があるとしてい

る。

12) ちなみにポッべによれば「ホリ・プリヤート叙事詩」では折返し句が「物語の

一行置きに」見られるという:ポッベ， N.，播磨楢吉訳「ハノレハ蒙古の英雄
叙事詩JIr蒙古Jl8-3・4，1941， p. 161。 またアイヌ語の神謡では折返し句
は「各句の冒頭に繰り返されるもの」が「最も多く，それが本来の形式であっ

た」とされる:知恩真志保「アイヌの神謡JIr北方文化研究報告Jl9， 1954， 
p. 140 

13) その際 i，be， de等をはじめとする明らかな付属的要素は，離して書かれて

いても一語とは認めないものとする。

14) ただし満州l語の音節については十分明らかでない点もあり，音節数を特定しが

たい場合が少なくない。また特に音節の長短・強弱等について文語資料からう

かがうことは困難であり，詩の分析もこの点で制約されざるを得ない。

15) 同様のことはオロツコ語の歌謡においても行なわれている。ただしそこでは各

行の音節数に本資料ほど大きな差は認められない:池上二良・谷本一之「オロ

ッコ族の歌謡JIr北方文化研究Jl8， 1974， ch. 1参照。
16) 2節にまたがる頭韻がまれにしか見出されないという事実は，結局頭韻の本質

が単なる口調の良さにあるのではなく，同韻の各要素の連続性・結合性を確認

し強調するところにあるということを示していると考えられる。

17) ちなみにハノレノ、蒙古語の韻文においても S-S， x-g， t-d，およびがU，e-iな

どが同韻として用いられる:ポッベ， pp. 147-148参照。

18) ポッぺ pp.151-152ではハノレハ蒙古語の韻文におけるかかる漸層法の例が指摘

されている。

19) 同様の比喰的表現が「祭杷全書屋人語念全録」中にも見出される:abdaha de 

arsumbu. fulehe ge1i fusembu. (<葉に芽を出させ根また茂れよ》。三田村
p. 538参照。

20) D (p. 83，159)はこの 2語を“specialclan terms"かとしている。 hashiiri

については「祭杷全書恋人言語念全録」中に次のような意味不明の語が見えるの

が注意される hasurihala tere hala. ((?姓はそれがしの姓》。三田村
p.537参照。

ー 104-



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080129183931
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     42
     43
     42
     43
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



